
(6)国際関係学教育における学士力の考察

CCC国 際関係学運営委員会は、21年 6月 、 7月 、 10月 、 11月 の4回開催した。
国際関係学の分野では、国際事象の説明力、国際的で多元的な価値について科学的な調
査 。分析ができる力、地球的次元での政策提言力に重点を置いて検討 した。その上で、
サイバーFDI究員 105人に意見を求め、11人 (10%)の 意見を踏まえ、以下の通
りとりまとめた。ここでは、「 コァ・ カリキュラムのイメージ」、「測定方法」を割愛
したので、詳細は資料編 【資料 5】 を参照されたい。

【到達目標1】

国家、地域、日瞭組織、多日籍企業、NGOな どで構成される国際関係の基本的な仕組みとその背
景を理解できる。
【到速度】
① 国際社会におけるさまざまな行為主体の概念と定義を理解している。
② 基本的な国際関係の事実を理解している。
O 国際政治 。経済 。社会・ 法における基本的原理を理解している。

【到違目標 2】

国際的な事象 。課題などについて、国家、地域、国際社会の観点から調査し、多元的価値・複合的
な視点から分析・説明できる。
【到速度】
① 国際的問題あるいは課題の発見、把握のために適切な文献検索・資料を収集・整理できる。
② 正確な情報にもとづいて科学的・客観的な手法で分析できる。
O 多元的な価値に配慮し、理綸の比較などによる複合的な視点に立って、考察 。評価できる。
【到達目標3】

国際社会と国家、個人などとの関係を認識し、地球的規模で人類共通の問題解決に向け支え合う態
度を身に付ける。
【Bl速度】

① 国際平和を連携・ 協調して実現する価値を説明できる。
② 地球的問題群を理解し、具体的な課題に対する政策提言ができる。



(7)国際関係学散青における情報散青

CCC国 際関係学運営委員会は、学士力考察をとりまとめの後、21年 12月 、22
年 2月 に2回開催 した。検討は、国際関係を理解するための映像、ファクトデータの重
要性の理解、情報倫理と情報の信頼性の議別、課題の実証のためのデータの比較 。分析、
情報通信技術を用いて国際的に発信させるなどをとりあげた。

8 層覇椒暦濃糧響裏島薯警F霜覇ム割腎に菖季:智違碁」危符けてぃる。
③ 情報検索とソフトウェア(ヮ ープロ、表計算、プレゼンテーション)な どの基本的な情報処理能
力を身に付けている。

【教育内容・教育方法】
①は、多角的な視点から、実際にlebに アクセスさせて、国際関係を理解しうる映像 。画像・ ファ
クトデータなどの重要性を理解させる。

②は、講義などにより、信頼性と倫理について、具体的事例を通して理解させる。
Oは、初年次教育、共通教育などで培った基礎的なスキルを国際関係の授業に応して使用させ、レ
ベルアップを図る。

【到速度確認の測定手段】
0～Oは、教育・学習支援システムなどにより、レポート、小テストなどで確認する。

【到迫目橿 2】

【当量農キ
情報を分析し、課題の実証、問題の発見に役立てることができる。

① 目的に沿ってデータの比較、対照、処理ができる。

【段育需馨T裏響牙霞す
づけされたもの)の比較、分析ができる。

①と②は、講義などによりt映像 。画像 。ファクトデータを含む一次情報の分析手法を提示し、課題の検証、発見を自ら体験させる。
【到速度確認の測定手段】
0と②は、レポート、プレゼンテーションなどにより確認する。

【到違目標 3】

【到速度】 ~シ
ヨンに情報通信技術を活用し、発表することができる。

【§育il:二を1をi選
3窓写去賛量装:「花暑警″悪覧異後五隼1簿菖意貫置すことができる。

【]ELE暑:i[重ま}雷
管裏響β議曇宮薫思F贔遍走爵享習甚藤冒棗憲F暑[泉萬畠発見を促す

プレゼ ンテーション


